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宍道湖ボーリング SB1から発見されたアカホヤ火山灰と

完新世の古地理変遷についての再検討

中村 唯史事・徳岡隆夫*

The Akahoya (K-Ah) Tephra discovered from the SBl drillcore in Lake 
Shinji， and reexamination of Holocene Paleographic Changes 

Tadashi Nakamura and Takao Tokuoka 

Abstract 
百leSB 1 drilling was carried out in the central p釘 tof Lake Shinji by出巴 theGeological Survey of Japan in 

the 1960's， and a precise poIlen analysis study was carried out by late Professor Onishi. He established seven 

poIlen zones (and 14 subzones) mainly on the basis of this work， and these are widely applicable to the San'in 
Region. We have recently discovered the Akahoya Tephra(erupted 6，300yrs B.P.)from one of his preserved 
samples，白ehorizon of which can be correlated with the lower part of the Cyclobalanopsis-Castanopsis poIlen 
zone(O凶shi，1990). Other driIlcores from in and around Lake Shinji have aIso been reexamined. The environ-
mental changes of the Lake Shinji紅白 arediscussed in the Iight of these new findings. 

1.はじめに

中海・宍道湖の完新世地史についての研究は 1980年

以降に島根大学地質学教室を中心とする組織的な活動に

よって著しく進んだが，その基礎となったのは 1960年

代に地質調査所によって行われた一連の調査・研究であ

る(水野ほか， 1966， 1972など).これらの研究成果は中

海・宍道湖の自然史研究の資料をまとめた三梨・徳岡

(1988編)においても貴重な資料として掲載されてい

る.それらのなかに宍道湖で行われた沖積層の基盤にま

で達する二つのボーリング (SBlおよび SB2)がある.

それによって得られたサンプルも含めて 1960年代に地

質調査所が行ったポーリングや採泥試料の殆どすべてが

地質調査所の筑波移転の際に処分されてしまったこと

は，今から考えるとかえすがえすも残念なことであったへ

とくに SBlコアの記載では中海層のなかに Nl火山灰

と呼ばれる 3枚の火山灰が挟まれていると記載されてい

て(水野， 1972;および三梨・徳岡， 1988編の水野に

よる)，その時代が縄文海進の高頂期に相当するとされ

ていることから，これらの帰属を明らかにできればと，

残念がられていた.また， Nl火山灰は中海のボーリン

グでこれより下位から得られた14(:年代に基づいて

5，∞o年前頃を示すと考えられ，大西ほか (1990)の花
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粉分帯をはじめとする研究はその年代をもとに行われて

きた.今回，注記に述べたような次第で花粉化石の処理

が行われた残りの一連の試料の存在が明らかになり， N

l火山灰層準近くの試料について検討したところ， 3枚

の火山灰層とされたもののうちの最下位の試料が残され

ていることがわかり，これを検討したところ鬼界アカホ

ヤ (K-Ah)火山灰(以下，アカホヤ火山灰)であるこ

とが明らかになった.なお，残りの二つの火山灰とされ

た試料は残されていなかった.また，この機会に建設省

中園地方建設局出雲工事事務所によって宍道湖湖心で行

われたポーリングコア BP1，島根県農林水産部によっ

て出雲平野東部の宍道湖岸で行われた田2などについ

てもアカホヤ火山灰の存在について再検討を行った.こ

れらを踏まえて完新世の古地理変遷について現時点での

資料を整理した結果について以下に述べる.

2. SB1中に発見されたアカホヤ火山灰

SBlは宍道湖湖心から西よりの地点(第 1図)で地質

調査所によって 1960年代に行われた全長 24mのボーリ

ングである(水野， 1972).ボーリング資料についての

記載は三梨・徳岡 (1988編)のなかに水野によってな

円 このような話が再三話題になった際に故大西郁夫島根大学総合理
工学部教授は 581の試料については「自分が花粉について検討し
た際に残りの資料を保管している」と語っていたものである.こ
の度，大西先生の研究室を整理するなかでその言葉どうりに 581
の試料が保存されていることがわかり，本論文で検討されること
になった次第である.
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5km -
第1図 本論文で検討した既存のポーリング地点
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第2園 地質調査所によって行われた宍道湖湖底ポー
リング SBlの層序と産出貝化石

(三梨・徳岡， 1988編に掲載されている水野の資
料をもとに簡略化.深度 1伽n付近の 3つの火山灰
がNl火山灰として一括されたもの.) 
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されている.それを簡略化して第2図に示す.表層から

掘削深度(以下，深度)23mまでが完新統中海層，深

度23mから 23.8mが更新統境港層， 23.8m以下は新第

三系である(大西， 1977).今回検討した試料は厚さ 10-

15cm毎に分割された上で，さらに数分割した一連の試

料が個別にビニール袋に保存されていたものである.そ

第1表 SB1， BPlの火山灰層中の火山ガラスの主要
成分(アカホヤ火山灰既知試料の値は町田・新井，

1992に基づく)

EPMA SB1 BP1 K.Ah 

mean mean mean 

wt(略} n=11 σ(n・1) n=10 σ(n-1 ) n=18 σ(n・1)

SI02 75.13 0.29 74.65 0.50 74.57 0.78 

TI02 0.52 0.03 0.55 0.04 0.55 0.06 

A1203 12.96 0.14 13.10 0.24 13.07 0.29 

FeO* 2.46 0.10 2.54 0.19 2.53 0.21 

MnO 0.08 0.03 0.09 0.02 0.09 0.03 

MgO 0.46 0.02 0.48 0.06 0.47 0.07 

CaO 1.98 0.06 2.15 0.12 2.13 0.19 

Na20 3.49 0.16 3.52 0.11 3.53 0.28 

K20 2.85 0.09 2.83 0.12 2.83 0.12 

P20S 0.07 0.03 0.08 0.04 

Total 100.00 100.00 100.00 

~kall 6.34 6.35 6.36 

れぞれの分割試料は厚さ 30-40cmおきに花粉分析に供

され，その一部が失われている.上記の記載および水野

ほか(1972)では，深度 9.3m，深度 9.8m，深度lO.3m

に火山灰層の存在が記載されている.これらの層準に該

当する試料について今回再検討した結果，深度lO.3m

の試料は大部分が火山ガラスからなる火山灰であること

を確認した.深度 9.3m，深度 9.8mの火山灰層について

はいずれも試料がすでに失われており検討できなかっ

た.深度lO.3mの火山灰層は水野ほか(1972)によると

厚さは lcmと記載されている.この火山灰は細粒砂サ

イズの粒子を主体とし，多量のパプルウオール型ガラス

と少量の筋状に発泡した軽石型ガラス，微量の普通輝

石・シソ輝石を含む.火山ガラスは褐色を帯びるものが

含まれる.これらの特徴は町田・新井 (1978)のアカホ

ヤ火山灰の特徴と一致する.この火山灰層に含まれる火

山ガラスの化学組成を島根大学汽水域研究センター設置

のJEOL88∞M 型 EPMAで分析した.結果を第 l表に示

す.その化学組成は町田・新井(1991)のアカホヤ火山

灰の既知試料とよく一致する.これらの特徴から，この

火山灰層はアカホヤ火山灰であると確認できる.

3. SB1の層序と大西の花粉分帯の関係

中海・宍道湖周辺地域における花粉帯は SBlを始め

とする湖底ポーリングコアと西川津遺跡(大西・原田，

1989など)や目久美遺跡(大西， 1986)などの周辺の

低湿地遺跡における花粉分析をもとに確立され，この地

域の完新統の年代を知る有効な手段として用いられてき

た(大西， 1993).この中でアカホヤ火山灰と花粉帯と

の関係が明らかなのは西川津遺跡海崎地区(大西・原

田， 1989;大西ほか， 1989)のみであった.今回， SBl 

でアカホヤ火山灰の層準が確認されたことから，大西に

よる花粉帯との関係を検討する.

中海・宍道湖周辺地域の完新世の花粉分帯は SBlが
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第2表大西による花粉帯.@:帯の分帯とそれらの年

代の推定(大西ほか， 1990を簡略化)

花粉帯 亜 帯
年代
(年前)

マツ・スギ

イネ科
マ 、y

カシ・ナフ

ス ギ

マ キ
2400-

カシ・シイ :ノ イ
3200-

カ ユ/
4000-i 

マツ・モミ
ーレ・ケヤキ

5200-

モ 、‘、、、
5700-

ムクノキ・エノキ
6400-

ブナ・ツガ ツ ガ
7000-

クマシデ
8500-

9000-

基準となっており，上位からイネ科花粉帯，カシ・シイ

花粉帯，マツ・モミ花粉帯，プナ・ツガ花粉帯，ムクノ

キ・エノキ花粉帯の 5帯に分けられ，これがさらに 14

のE帯に細分されている(第2表) (大西ほか， 1990). 

SBlでアカホヤ火山灰は大西ほか (1990)の花粉帯のカ

シ・シイ花粉帯の下部(深度 10.3m)に挟まれる(第 3

図).この層準の出現花粉の傾向はハンノキ属，ツガ属

がほとんど出現しなくなり，代わってシイ類が急増する

層準である.アカホヤ火山灰と花粉帯の関係は，西川津

遺跡海崎地区のアカホヤ火山灰を挟む層準(大西ほか，

ムクノキ・エノキ
ブー

ナ

ナ
9600-

1989)，米子市目久美遺跡の縄文時代前期層(大西， 1980)

の花粉分析から，アカホヤ火山灰はマツ・モミ花粉帯に

位置付けられてきた.しかし， SBlは最も詳細な花粉分

析が行われ，花粉帯確立の基礎となったボーリングであ

ることから，今回 SBlでアカホヤ火山灰の層準がカシ・

シイ花粉帯中に存在することが明らかになったことは重

要な意味を持ち，宍道湖・中海地域全体の花粉帯とアカ

ホヤ火山灰との関係を再検討する必要がある.フ
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第3図 宍道湖湖底堆積層の地質断面

(アカホヤの産出層準と花粉帯，および有孔虫，貝化石の多産層準を模式的に示す.ポーリング位置は第 1

図参照)

a:現在の地表および湖底 b:大西による花粉帯境界 f:有孔虫多産層準 s :員化石多産層準
A:泥 B:アカホヤ火山灰 c:砂 D:磯 E:火山灰 F:第三系
1 :イネ科花粉帯 2. .カシ・シイ花粉帯 3 :マツ・モミ花粉帯 4 :プナ・ツガ花粉帯

5 :ムクノキ・エノキ花粉帯
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の年代はそれぞれ 1，0∞年程度古くなることになる.大

西ほか (1990)はイネ科花粉帯の始まりを 2，4∞年前，

プナ・ツガ帯の始まりを 9，000年前と仮定して，その聞

の堆積速度を一定として花粉帯境界の年代を求めてい

る.SBlでは完新統泥層基底からアカホヤ火山灰までの

厚さは 11.7m，アカホヤ火山灰から現湖底までの厚さは

1O.3mである.アカホヤ火山灰の降灰年代は 6，300年前

(I"C年代)であり，完新統泥層基底の年代は SB2(標

高一16.8m)で9，20Oy.B.PのI"C年代(水野ほか， 1972) 

が得られていること， 10，000年前の海面は標高ー40m

付近にあって，その後急速に上昇したという日本列島に

おける一般的な海面変動の傾向(太田ほか， 1989)から，

SBlの完新統泥層基底の年代が 10，∞o年前を遡ること

はないとみられる.したがってアカホヤ火山灰の上下で

堆積速度が異なっている可能性が高い.また，三瓶ほか

(1996)は中海湖底コアの多数の14C年代の測定から，

中海・宍道湖湖底の堆積速度がアカホヤ火山灰付近を境

に大きく変化することがこの地域で一般的な傾向として

認められることを指摘している.これらのことから，大

西による花粉帯境界の年代のずれは泥の堆積速度が完新

世を通じて一定ではなかったために生じたものと考えら

れる.

大西(1977)は宍道湖地域では完新世の温暖期は

5，5∞-3，000年前とし，日本列島の他地域と比べ温暖期

が5∞-1，0∞年程度遅れることを指摘している(大西，

1986) .温暖な気候での照葉樹林の拡大を反映するカシ・

シイ花粉帯の始まりの年代が 1，∞o年程度古くなること

で，宍道湖地域も他地域と同様に 6，0∞-5，∞o年前頃が

温暖期だったことになる.

4.既存ボーリング資料についての再検討

宍道湖湖央部では完新統の基底まで達するポーリング

コアは SBI，SB2，BPlの3本のみで，従来の宍道湖の古

地理や古環境に関する研究はこの 3本のコアおよび，出

雲平野東部のポーリングコア(田I，HB2など)の資料

をもとに行われてきた.今回， SBlで上述のようにアカ

ホヤ火山灰の層準が明らかになったことにより，他の既

存ポーリング資料についても検討してみた.

1. BP1のアカホヤ火山灰層準と花粉分帯

BPlは建設省中園地方建設局出雲工事事務所の宍道湖

湖心観測所建設に伴って 1986年に行われた全長27mの

ボ}リングである.表層から深度 21mまでが中海層，

深度 21mから 23mが境港層， 23m以下は新第三系で，

中海層については詳細な花粉分析結果が報告されている

(大西ほか， 1990).今回検討した試料は木製のコア箱

に納められ，島根大学地球資源環境学教室に保存されて

いたものである.試料は層厚 1m毎に 50cmのコアが採

取されており，一部は花粉等の分析に供されているが，

残りはほぼそのままの形で保管されていた.各 1m毎の

残りの 50cmは貫入試験に使用されて変形した試料がビ

ニール袋に保管されていた.今回再検討した結果，深度

9.7mに大部分が火山ガラスからなる火山灰層が厚き 0.5

cmで挟まれていることが明らかになった.この火山灰

は細粒砂サイズの粒子を主体とし，多量のパプルウオー

ル型ガラスと少量の筋状に発抱した軽石型ガラス，微量

の普通輝石・シソ輝石を含む.火山ガラスは褐色を帯び

るものが含まれる.この火山灰層に含まれる火山ガラス

の化学組成についても上記と同様に検討した結果，アカ

ホヤ火山灰に対比できることがわかった(第 1表). 

BPlのアカホヤ火山灰と花粉分帯の関係についてみる

と，アカホヤ火山灰が挟まれる深度 9.7mはマツ・モミ

花粉帯の上部に位置付けられており(大西ほか， 1990) 

(第3図)， SBlとは花粉帯が異なることになる.しか

し，いずれのポーリングでもアカホヤ火山灰は同じ花粉

帯に属するはずであり，花粉帯境界を再検討する必要が

あると考えられる.

2. HB2のアカホヤ火山灰層準の推定と珪藻群集について

HB2は島根県農林水産部の県営圃場整備事業に伴っ

て出雲平野東部の宍道湖湖岸で 1970年代に行われた全

長44mのボーリングである(第4図).表層から深度 10

mまでは中海層砂層，深度 10mから 30.4mが中海層泥

層，深度 30.4mから 41mが更新統， 41m以下は新第三

系である・2 HB2ではアカホヤ火山灰は確認されていな

いが， HB2の北約 lkmの SR9ボーリング(建設省出雲

工事事務所によって 1995年に実施)で標高一18.7mに

アカホヤ火山灰が確認されており(吉川， 1996MS)， HB 

2においてもこれに近い高さにアカホヤ火山灰の層準が

存在すると推定できる.紺田・水野 (1987)はHB2の

柱状図で深度 22m(標高-20m)のところに火山灰層を

記載している.この火山灰層についての詳しい記述はな

されていないが，上述のことからこの火山灰層はアカホ

ヤ火山灰である可能性が高い.

HB2については詳しい珪藻分析が野口寧世氏によっ

てすでに行われている.その未公表資料に基づき HB2

の珪藻群集を第4図に示す.分析は深度 10m以下の泥

層について行われている.深度 10m以浅の部分は砂層

からなっていて斐伊川デルタの前進によってもたらされ

た堆積物である.HB2の地点に斐伊川デルタの前進に

.2 紺田・水野(I987)では HBlとされているが徳岡ほか (1991)の
HB2である
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第4図 H82コアの柱状図と珪藻群集組成

(珪藻群集のデータは野口寧世氏の未公表資料に基

づく .紺田・水野(1987) は深度 22mに火山灰層

を記載しており，周辺のボーリングとの関係からこ

れがアカホヤとみられる.) 

よって湖底に砂の堆積が始まったのは 15~16 世紀以降

のことであると推定されるので(大西， 1994)，これら

の珪藻分析の結果は少なくとも 15世紀までの宍道湖の

環境変遷を示していると考えられる.

HB2の中海層の珪藻群集は第 4図に示すように 5つ

の Zoneに区分できる.

ZoneA (深度 30.4m~28.0m) :淡水止水性種が卓越す

る.河川性種が 5%程度含まれる.

ZoneB (深度 26.9m~26.6m) :海水性種，汽水性種が

増加する.淡水止水性種は概ね 10%以上産する.

河川性種は ZoneAにくらべ減少する.

ZoneC (深度 26.6m~ 18.0m) 汽水性種が卓越する.

上部では海水性種が増加する.淡水止水性種，河川

性種は下部ではほとんど産しないが，上部ではやや

増加し，数%産する.

ZoneD (深度 16.9~ 13.0m) :淡水止水種，河川性種が

増加する.海水性種は下部では 20~30% 産するが，

上部では 5%程度に減少する.

ZoneE (深度 1 1.9~1O.0m) :淡水止水性種と汽水性種

がほぼ同じ割合で産する.河川性種は数%から 10

%程度産し， 40%近く産することもある.海水性

種はほとんど産しない.

3. 宍道湖ボーリングコアの対比と完新世古地理につい

ての再検討

SBIでは深度1O.3m，BPIでは深度 9.7mにそれぞれア

カホヤ火山灰が確認された.花粉帯との関係は SBIで

はカシ・シイ花粉帯の下部， BPIではマツ・モミ花粉帯

の上部に相当する. SB2では SBI，BPIとの対比から，

大西ほか(1990) の花粉帯区分 8(深度 6.1~7m の)に

アカホヤ火山灰の層準が存在すると推定される.宍道湖

東岸の松江平野北部の島根大学構内で行われた DB951

では標高 3.6mにアカホヤ火山灰が挟まれる(島根大

学埋蔵文化財調査研究センター， 1995).第3図に以上

のアカホヤ火山灰層準および推定層準にもとづいた各

ボーリングの対比を示している.これをもとに宍道湖の

環境変遷について考察する.

SBI，SB2の員化石群集と HBIの珪藻群集から，泥層

の堆積が開始した直後の宍道湖は献度の低い汽水の環境

だ、ったと考えられる.なお， SB2基底部の貝化石(ヤマ

トシジミ)からは 9，200yrsB.Pの14C年代(水野ほか，

1972)が得られている.

SBI， SB2， BPI， HB2では有孔虫群集分析が行われ，

いずれも有孔虫多産層準が一部に存在し， H82や SBI

では湾口~湾央部，東方の SB2では湾中央~やや湾奥，

宍道湖中央部の BPIではそれらの中間型を示すことか

ら，かつての宍道湖は西側から海水が流入する内湾環境

だったと推定されている(紺田・水野， 1987;前本ほか，

1989) .また， DB951 では深度 6.5m~8m でウニやマガ

キなどの化石が多産する.これらの層準はいずれもアカ

ホヤ火山灰より下位に相当し，アカホヤ火山灰以前の一

時期，宍道湖に外海的要素が強く，底層水の交換がよい

内湾環境が出現したと考えられる.宍道湖周辺地域では

完新世初頭から急速に上昇した海面はアカホヤ火山灰の

頃には標高一0.5mまで達しており(中村ほか， 1996)， 

底層水の交換がよい環境が出現したのは海面上昇期であ

ると考えられる.

HB2の珪藻群集でみるとアカホヤ火山灰の層準を挟

む深度 26.6~ 18.0mで、海水性，汽水性種が卓越し，淡水
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性種がほとんど出現しない.深度 18.0m以浅では淡水

性種が急増する.また， SBlでは深度 9m以浅ではウニ

や外海的要素の強い貝化石は出現しなくなり，アカホヤ

火山灰の層準以降は閉鎖的な内湾環境に変化したと考え

られる.さらに， SBlでは深度 2.7m以浅では貝化石は

出現しなくなり，田2では深度 11.9m以浅では海水性

珪藻が出現しなくなることから，低鹸度の汽水湖に変化

したと考えられる.その時期は堆積速度から 2，000年前

頃と推定できる.

5.まとめ

SB1， BPlでは大西によって詳細な花粉分析が行われ

ており，これらが宍道湖・中海地域の花粉分帯の基準に

なってきた.今回これらのコアのアカホヤ火山灰の層準

が明らかになったことから，それらの関係について検討

した.結果としてアカホヤ火山灰はカシ・シイ花粉帯と

マツ・モミ花粉帯の境界付近に位置付けられる.このこ

とから，大西(1986)が「日本各地で6∞0-5000年前

に海水準が最高に達したとされていたこととの不調和が

気がかりであったJと述べている宍道湖地域と日本列島

の他地域の気候温暖期のずれは存在せず，宍道湖地域も

他地域主同様に 6，∞0-5，∞o年前が最も温暖な気候だっ

たことになる.

宍道湖の環境は完新世を通じて，閉鎖的な内湾(完新

世初頭から 8，∞0-7，∞o年前頃)一外海的要素が強い内

湾 (8，0∞-7，0∞年前頃から 6，000年前頃)ー閉鎖的な

内湾 (6，000年前噴からえ0∞年前噴)→民鹸度の汽水

湖 (2，000年前以降)と変化してきた.貝化石や有孔虫

が多産する低層水の交換がよい内湾環境になったのはア

カホヤ火山灰降灰以前の海面上昇期であり，アカホヤ火

山灰降灰以降は閉鎖的な環境に変化した.
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